一 種の 国産品の 大量生産 …… それが 現在の 大衆 読物 

の 氾濫で は あるまい か。 

しかも その 国産品の 氾濫 も 最早、 行き詰まり かけて 

いるので は あるまい か。 

多量の 雑誌が 出て 来て、 それが ド シドシ 売れて 行く _ 

もんつき はかま 

読者 は 皆、 芸術 鑑賞の 紋付 袴 で 読む 事を好まな い。 

仰向けに 引っくり返って、 安易な 夢を逐 おうとし てい 

る 事が わかれば あと は、 材料の 安価と、 商品 化の 手軽 

さが 問題に な つ て 来る ばかりで ある。 

真剣な 作家の 真剣な 作品 を、 骨 を 折って 集める の は 



得る の は 一 種 特別の 最高級の ブル ジョァ 根性の 舌で な 

ければ ならない。 同様に、 吾等の 見て いた、 純文学の 

価値 は、 資本主義 社会 特製の ブル ジョァ 頭で なければ、 

批判 出来ない ものであった かも 知れない。 そうして 永 

久に 亡び 去るべき 運命 を 持った 芸術であった かも 知れ 

ない。 

芸術が 亡びない 限り 純文学が 亡びな いと 信じた の は、 

吾等の 錯覚で あ つた かも 知れな い。 

とにかく、 何もかもが 八 百 八 街の 幌 自動車の 数と 

1 所に 過ぎ去り、 且つ、 消え失せて 行きつつ 在る。 そ 



の 過ぎ去り 消え失せる スピ— ドが、 時々 刻々 に 加速度 

化しつつ 在る。 私 はた だ 茫然と、 それ を 見恍れ ている 

きりで ある。 

遠からず 路傍の 木乃伊に な つ てし まいそうで ある。 

ロをポ カンと 開いた …… 眼の 前の 空間 を 凝視した …… _ 
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